
特定非営利活動法人 AMDA国際医療情報センター

2023年度 活動報告

理事長からのメッセージ

新型コロナの影響から脱した感がある2023年度は、円安も重なり、外国人観光客は前年に比較して

激増しました。その分、AMDA国際医療情報センターの業務も増えました。少子高齢化が続く日本の労

働力の低下を外国人で補おうという日本政府の方針もあり、今後も在留外国人の数は就労できる世代を

中心に増えるでしょう。外国人の医療問題はすでに定住している人たちの高齢化、外国人の出産率の高

さ、実習や研修を終えた人たちが家族を呼び寄せて居住することが認められることが多くなり、「生ま

れたときから介護まで」あらゆる場面で日本語が理解できない人たちへの対応を考えねばならないよう

になったと実感します。これに伴い、今後もセンターに寄せられる相談は外国人の側からも日本の医療

従事者の側からも多くなることでしょう。それに応えることがセンターの使命と考えます。

幸いなことに2023年度、センターは新たにさまざまな能力と経験を持った方々を正会員、理事とし

て迎えることができました。センターの事業に伴う財政的問題も含め、皆で力を合わせて2024年度の

事業計画をやり遂げましょう。

理事長 小林 米幸

活動概要

日本では新型コロナウイルス感染症が2023年5月に5類感染症となり、渡航者の水際対策が撤廃さ

れました。これにより旅行者はもちろんのこと、新たに日本に長期滞在する外国籍の方も増加していま

す。こうした方々からの相談のなかには、日本の医療制度や医療機関の受診のしかたに慣れていないこ

とにより受診がうまくいっていない様子が伺えます。

AMDA国際医療情報センター（以下、センター）では、日本に居住・滞在する外国人が言葉の問題で

受診する機会を失うことのないように、相談者の症状や状況に応じた医療機関を案内しています。案内

させていただく医療機関には、外国語でのコミュニケーション手段（医師ご自身が外国語を話せる、通

訳できるスタッフがいる、通訳機器を利用する等）をあらかじめ備えているかどうか確認させていただ

いています。相談者の症状や状況を確認するのに、センターでは多言語で電話を受けていますが、案内

先の医療機関では必ずしもその方の言語が通じるとは限らないため、日本語または英語を話すことがで

きるか、日本語を助けてくれる人がだれかいないかについて相談者にお聞きしています。あるいは翻訳

機使用により外国人の受診を受入れている医療機関を探したり、本人が持参する翻訳機での受診を受入

れてくださるかを医療機関に確認したりといったことも行っています。

この医療機関案内がセンターの活動の中心ですが、前述のように受診がうまくいっていないケース

では、日本での受診のしかたについて説明することもあります。言葉の問題だけではなく制度や習慣の

違いによって受診がうまくいかないこともあるため、それを解きほぐし、相談者と医療機関の橋渡しを

することがこれからもますます必要になってくるのではないかと考えられます。
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冊子テンプレート
A4 1P (210 mm×297 mm )

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

特定非営利活動法人 AMDA国際医療情報センター

2023年度の主な活動

2023年度 AMDA国際医療情報センターの対応言語

電話相談 10:00～16:00

（ ）内は携帯電話による対応

遠隔通訳 10:00～15:00

アムダ通訳ライン 電話医療相談 東京都保健医療情報センター
外国語対応受託

電話通訳： 46 件
1,111 件 14,405 件

Zoom通訳： 16 件

英語 32 件 日本語 476 件 英語 6,408 件

ポルトガル語 10 件 英語 400 件 中国語 4,426 件

中国語 10 件 中国語 855 件 日本語 2,865 件

ベトナム語 5 件 ポルトガル語 50 件 スペイン語 300 件

フィリピン語 2 件 スペイン語 48 件 韓国語 262 件

スペイン語 1 件 ベトナム語 29 件 タイ語 144 件

タイ語 1 件 フィリピン語 12 件

韓国語 1 件 韓国語 7 件

タイ語 4 件
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外国人が
安心して
医療を受け
られるように
するために

外国人に向けた情報発信
ウェブサイト、Facebook、 Twitterによる外国人に向けた多言語に
よる医療情報発信

医療翻訳
神奈川県大和市 健康福祉課 予防接種(HPV)予診票（8か国語）
翻訳受託

外部委員会等参加
東京都福祉保健局 外国人患者の医療等に関する協議会

職員研修
センター内研修（2024年3月27日）
相談対応の基本・やさしい日本語

外国人医療に
ついての理解
を促すために

NEWS LETTER 発行
2回発行（8月・12月）

記事掲載
患者安全推進ジャーナルNo. 72 特集コラム記事掲載
（2023年6月発行）

講師・講演
福山市医師会看護専門学校
岡山看護助産学校
岡山朝日医療大学校
石川県観光戦略推進部国際交流課 外国人住民の生活相談ネットワー

ク会議
國學院大學 観光まちづくり学部
東京都保健医療局医療政策部 令和5年度 医療機関における外国人対
応支援 研修

センターの
運営方針を
決めるために

年間スケジュール

理事会 2023年５月
2023年度事業報告ならびに決算報告（案）承認

通常総会 2023年６月
2022年度事業報告ならびに決算報告承認
2023年度事業計画ならびに予算（案）承認

理事会 2023年10月
臨時総会・理事会 2023年11月

主たる事務所移転、理事の定数変更および定款変更の承認
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センター内研修

2023年度は約4年ぶりに一斉講義の形でのセンター内研修を計画し、1日だけではあったが実施し

た。内容は2部編成で、第1部は「相談対応編」というタイトルで、コロナ禍以後の相談内容の傾向を

ふまえた相談対応の全体的な見直しをした。第2部は「やさしい日本語編」というタイトルで、当セン

ターで対応している言語以外の言語を母国語とする相談者に対し日本語で相談を受けるために使用する、

いわゆる「やさしい日本語」とはどのようなものかを講義した。日本語初学者にわかりやすい日本語に

するにはどうすればいいか、来日して数十年が経過し日本語がとても堪能なベテラン相談員の方に向け

た内容にした。

一斉講義の形では職員全員が講義に参加できる訳ではない。そのため講義内容の共有のために今回は

インターネット上に資料を保存する場所を設置し、オンデマンドでアクセスできる形にした。

2023年度データ

電話相談件数・滞在種別

グラフ2）

2023年度の相談件数は1,111件であり、昨年比1.08倍である。センターの稼働日が月20日として

計算すると、2023年度は月平均約92.5件。1日平均4.6件の相談があった。

2023年度は、前年と比較して旅行者からの相談が増加したことで全体の件数の増加につながっている

印象である。一般的に風邪症状での受診者が増加すると考えられる11月～1月の全体の相談件数は減少

している（グラフ1）。これと相関して旅行者からの相談件数もそれまでの月と比較して減少している

ように見える。このことからも、2023年度のAMDAへの相談件数は季節性の疾患の影響よりは旅行者

の動向に左右されたのではないかと考えられる。

さらに年次推移を見てみると（グラフ2）、新型コロナウイルス感染症蔓延による渡航制限の影響の

あった2021年度から、旅行者からの相談の増加により全体の相談件数が延びていることが伺える。

グラフ1）
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相談者の居住地・国籍

表1） 表2）

相談者の居住地あるいは滞在先は首都圏および近郊、中部圏・関西圏の大都市が多い（表1）。表2

は相談者の出身地の国籍の内訳である。センターの中国語対応日は週2日のみであるが、中国の方から

の相談が最も多い。次いで日本人からの相談が多いが、実際に症状のある方の代理人としてかけている

場合と、センターの業務自体についての問合せである場合とがある。3位以下の国籍は、日本に居住し

ている外国人の割合の統計データとほぼ相関しているが、韓国籍の方は日本語を話せる方が多いため、

センターの相談者の割合としては少なくなっていると考えられる。

相談対応言語と本人の希望言語

グラフ3） グラフ4）

グラフ3はセンターで受けた相談電話にどの言語で対応したかの2023年度の内訳である。相談者が

母国語で受診できることは理想だがそれが叶わない場合に、他にどの言語で受診するかを相談者に尋ね

ており、グラフ2はその内訳である。日本では外国人を受け入れている医療機関であっても、医師が言

語ができてもその他のスタッフはできないことがあり、予約は日本語で行う必要があることも多い。

またある程度日本語ができるが診察は希望言語で受けたいのかなど、相談者の日本語力や相談者が受診

を希望する地域の医療事情により案内できる医療機関が異なるため、相談者の母国語以外の言語につい

ても確認する必要がある。
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AMDA非対応の言語の相談

表3） 2023年度は2022年度に比較し、AMDAで対応して

いない言語についての問合せ数も、件数・言語の種類と

もに増加している。

表4）

表5）

英語話者・日本語話者の外国人相談者の国籍

表4）日本語話者の国籍と、

表5）英語話者の国籍は、必ず

しも外国語での相談を希望する

相談者ばかりではなく、日本語

で相談をする外国人もいる

こと、また英語話者であっても

英語がその方の第一言語とは限

らないということを示そうとし

たデータ集計である。日本語話

者の中にはベトナム語やスペイ

ン 語 や ポ ル ト ガ ル 語 な ど

AMDAで対応している言語の

話者からの相談もあるが、

AMDAで対応している曜日が

限られていることが要因と考え

られる。

中国籍の方はセンターの中国

語対応日が週2日しかないにも

関わらず、相談者の国籍の内訳

ではトップになっていたが（表

2）、日本語で相談している方

も相当数いるということが

表4）より分かる。
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相談内容

表6）
表6）の相談内容を見ると、受診可能な医療

機関の情報を案内する内容が602件と最も多く

なっている。次に多いのが医療通訳に関するこ

との273件であるが、2023年度の通訳件数は

62件であったので、実際の通訳に結びついてい

るのは、問合せ件数のおよそ4分の1程度とみる

ことができる。

表7）相談内容を診療科で分類した相談件数

表8）

内科系の診療科の相談について、昨年とは集計方法を変更した。相談者が受診を希望する症状

は、広く内科に該当するものが222件と一番多い。相談内容により、専門医を受診したほうが

よさそうな内容のものは、さらに詳細に聴き取りをしたうえで内科のなかでもより専門性の高い

ところを受診先として案内することにしている。このため、内科系診療科についてはさらにその

内訳を集計している（表8）。内科の次に多いのが精神科・心療内科の相談であること、小児科の

相談では割礼の希望に対応してもらえる医療機関の案内を希望する相談が多いことは昨年と同様

である。
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表9） 表10）

表9）と表10）は居住者からの相談か、旅行者からの相談かで相談内容に違いがあるかを示したも

のである。居住者からの相談では医療通訳に関することが2番目に多い結果となっており、言葉の問題

で外国人が医療機関の受診に困ることがある様子が伺える。旅行者からはインバウンド医療についての

問い合わせが多くなっているという結果となった。

回答内容

表11）

回答内容の集計（表11）は相談内容とその区分に類似す

るが、相談内容に 対しどのような案内をしたかを分析す

ることによって、AMDAに寄せられる相談内容の傾向を

捉えることができる。

「施設案内」で「ひまわり外国語対応室」を案内していたものや、「AMDA業務案内」のなかに

「AMDAの対応言語・曜日の案内」があり、当センターの英語以外の言語で対応できる曜日が限ら

れているためにこの ような案内をしていることが分かる。

「説明・助言」では、医療機関で受けた治療に関しての質問や、受診しても良くならないなどの相

談があり、自身で医療機関にうまく尋ねることができない様子が伺える。このなかには患者が不十分

な日本語力で受診している場合もあれば、日本の医療制度のなかで何をどこまでしてもらえるのか

分からずに困っている場合もある。センターとしては、その医療機関で日本語以外の言語が全く通じ

ないのであれば他の医療機関を受診してみることを提案するが、言語上のコミュニケーションが取れ

ている場合は、もう一度受診して相談してみるように案内することもある。
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通訳件数

表12） 表13） 表14）

2023年度にセンターが実施した通訳件数は62件であった。

そのうち電話が46件、Zoomは16件であった（表12）。通訳

の依頼元は55件と病院が圧倒的に多く、クリニックは7件であっ

た（表13）。 なお、同じ患者の継続受診については受診ごと

に1件ずつ計上している。通訳言語の内訳については表14のとお

りである。

表15） 表16）

通訳については外来診療だけでなく、入院中の患者についての依頼も多く、ふだんはなんとか

日本語や英語でコミュニケーションをとっているが、退院にあたり病状についてや今後の生活に

ついてきちんと理解しているか確認したいため通訳を入れたいという依頼もある。また、本人だ

けでなく家族に病状説明するもの、それもステージが進んでいて急変時にどのような処置を希望

するか、今後の治療や介護をどのようにしていくかという調整についての通訳もあった。このよ

うに、通訳内容が重いものについても少なくない数の依頼がある。

英語の通訳では、外国人の患者を受け入れてくださったものの、患者が英語を話していもそれ

が患者の母語ではないためアクセントの強い英語に慣れていない日本人には聴き取りにくく、

AMDAの通訳を利用することになったというケースもある。

このように通訳に関しては、統計的な数字だけではどのような通訳を行っているのかまでお伝

えするのはなかなか難しい。
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